
想いをカタチに

私たちレキオスグループは1986年の創業以来、事業を通じて様々な社会課題の解決に挑戦して参
りました。生活の基盤となる住まいを、どのような立場の人でも等しく確保できる社会をつくりた
いという想いをカタチにする事で、事業が拡がっていきました。

創業事業である「家賃債務保証」を皮切りに、入居後の事故や災害による損害に備えて安心を提
供する入居者総合保険「レキオス少額短期保険」の開発や、様々な生活トラブルに24時間対応する
コールセンター「レキオスホットライン24」を開設。これらの住環境に関する包括的なサービスや
ノウハウを持って、住宅要配慮者への賃貸住宅への入居をサポートする「居住サポート事業」や子
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言葉

今回は、家賃債務保証や入居者総合保険、モバイル通信等の多角化経営を行い、７社から
なるグループ企業を展開するレキオスホールディングス代表取締役社長兼CEO宜保 文雄氏に、
創業に至った経緯や想い、そしてグループの目指す姿などについてお話を伺って参りました。

想いをカタチに

株式会社レキオスホールディングス
代表取締役社長 兼 CEO　宜保　文雄



どもの居場所づくり事業など地域支援へと事業の輪を拡げ、現在ではグループ企業７社を抱え「住
環境支援事業」、「地域支援事業」、「総合不動産事業」、「情報通信事業」、「協創事業」という５つの
カテゴリーの事業を展開しています。

19歳で家賃を保証する沖縄信用保証を創業

創業のきっかけは私の幼少期の体験や経験が影響しており、それが商品やサービスの根幹に繋
がっています。
元々、私は母子家庭で育ち、普通の家庭に有るものがなかったりしていました。その一つがお部屋

を借りる際の保証人の問題です。社会的にハンデを抱える人ほど、余計に資力の有る保証人を求めら
れ、子供ながらに寂しさや不安、悔しい思いを抱え、片親による引け目みたいなものを感じました。
それから高校を卒業して大学受験に失敗し予備校に通ったのですが、自分と向き合った結果、大
学進学に疑問を持つようになり、幼少期に抱いた不安や悔しさを解決したいという想いに駆られ、
当時19歳の私を含めた７名の仲間で沖縄信用保証（レキオスの前身）を創業し、家賃債務保証事業
をスタートしました。
事業を展開していく上で、保証事業の三つの役割を意識して育んでまいりました。一つが家主様
や不動産会社が安心してお部屋を貸す事ができる事。二つ目が借りる側がスムーズにお部屋を借り
られるようにする事。そして三つめが最重要で、入居者の住まいを出来るだけ奪わない、守るとい
う事です。その為、家賃を滞納する入居者に対しても「救済と再生」をテーマに、家賃立替をした
上でその人にとって必要と思われる家計改善や将来の生活の見通しを立てるためのサポートをする
等、その人に寄り添う対応に努めています。

沖縄発のMVNE・FVNE事業に注力

これからは全ての事業が通信サービスに関連していく時代となる中で、一部の巨大IT企業が世
界を動かしていると言っても過言ではなくなりました。
大企業のための消費者やマーケットという事ではなく、その主体性は本来市民にあるはずです。
そこで私たちは、従来より県内に密着し固定回線とモバイル回線を独自の通信プラットフォームで
提供しておりましたが、主体を地域に取り戻すためにMVNE・FVNE事業として通信インフラを
日本全国に提供しています。

▲全国各地の事業者会社（パートナー企業）を通じて、レキオスの通信インフラを提供
するビジネススキーム

※MVNE
　（仮想移動体サービス提供者）
NTTドコモ、au、ソフトバンクなど
の自社で回線網を有している通信
会社からまとめて回線を借り受け
通信制御を行うとともに、MVNO
へ通信回線だけではなく、技術やノ
ウハウを提供することで、運営支援
を行っているのがMVNEです。

※FVNE
　（仮想固定通信サービス事業者）
NTT東西が保有している光回線
を借り受け、FVNOへ回線を卸し
ている。弊社は独自の通信方式に
よる固定の光インターネットサービ
スを提供すると共に技術・ノウハウ
を提供することでFVNOの運営支
援を行っています。
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北海道や東京、大阪、名古屋に福岡、最近だと群馬にも通信インフラを提供しました。各地の事
業者会社（パートナー企業）が地域に根差した展開で活躍して、通信インフラを広めていく事で地
域活性に繋がります。こうして日本全国で利用された通信料が継続的な収入として沖縄に入ってく
るようになるのですが、観光だけに依存しない観光業の振興や「沖縄」を活かした新たな産業を創
りたいと考えています。
例えば、シリコンバレーのような有力なベンチャー企業が立ち上がるようなエリアを創出したり、
世界最先端の再生医療の拠点を整備・誘致したり、アジアの金融センターを沖縄に作る。各地域の
活性化にも繋がり、沖縄の発展にも繋がる事で日本の再生に役立てられるのであれば、消費者が主
役となって選択と行動が出来るエシカル消費にも繋がる内容と考えています。それが全国で広がり
100万回線の契約が進めば、これらの構想は決して夢物語ではなく、実現可能な未来として描いて
います。

社会の成長や課題解決に代入することで創造的な未来が生まれる

私は「想いをカタチに」という言葉を座右の銘としていますが、これは考えているだけでは何も
始まらず、行動する事で初めて機能するという意味が込められています。
例えば、もし私が医者であれば「すべての患者を受け入れる。誰一人取り残さない」という理念
を掲げていたと思います。それをなしえる為には、秀でた才能を持っていなくても、みんなで知恵
を絞って、出し合い、それぞれの個が持つ才を活かす事で、特別なことができる仕組みづくりが必
要です。それがまさに「集団の才」であったり、「地域力の結集」となり、地域の企業やそこに暮
らす人々、行政をも巻き込んでいきながら、誰もが安心して暮らせる社会を実現していきたいと考
えています。
人間の生存戦略は組織です。人間は多様性を持って生存戦略を立てており、色々な個性を伸ばす
事が重要です。マイノリティが全人類を助ける事があるかもしれない。強者だけ残るのではなく、
弱い者も一緒になって、社会全体を強くすることで、誰もが安心して暮らせる社会となり、それを
未来に繋げていく。�こうした考え方をベースにレキオスグループのビジネスモデルが作られています。
質の高い経営がされていれば、そこに質の高い雇用が生まれ、そこで働いている人達は質の高い
働き方、サービスを提供できるようになります。それが地域にとってプラスになるような制度や仕
組を、私ども民間企業が経営を通して担っていきたいと考えています。
私たちレキオスグループは今後も社会の成長や課題解決に取り組み、創造的な未来を切り開いて
参ります。これからも、みなさまからのご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

レキオスグループ
グループ会社名称 事業分野

１．株式会社レキオスホールディングス グループ統括　財務・人事　新規事業開発など
２．株式会社レキオス 家賃債務保証　通信事業　24時間コールセンターなど
３．株式会社レキオスアセットマネジメント 資産運用事業　賃貸管理業　コンサルティングなど
４．株式会社レキオスホーム 建設業など
５．レキオス少額短期保険株式会社 少額短期保険業
６．株式会社ビージーエム沖縄 音響・セキュリティカメラの設計、施工	 電気通信工事業など
７．株式会社レキオスソーシャルネットワーク 協創事業　レキオス倶楽部の運営など

※エシカル消費
消費者それぞれが各自にとって社会的課題の解決を考慮したり、そうした課題に取り組む事業者を応援しながら消費活動を行うこと。
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